
主
な
加
工
品
と
し
て
は
「切
り
餅
」
と
「手
前
み
そ
」が
あ
り
ま

す
。
「切
り
餅
」生
産
は
水
稲
作
が
終
了
す
る
１
０
月
末
か
ら
１

２
月
ま
で
行
い
、
「
手
前
み
そ
」生
産
は
翌
年
１
月
か
ら
２
月
ま

で
行
っ
て
い
ま
す
。
「切
り
餅
」は
、
高
級
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

で
知
ら
れ
る
「成
城
石
井
」に
、
同
社
が
ま
だ
小
規
模
だ
っ
た
頃

か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
卸
し
続
け
て
お
り
、
そ
の
品
質
の
良
さ

を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

取
材
を
通
し
て
、
安
全
・
安
心
と
信
頼
関
係
を
第
一
に
真
摯

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
様
子
が
大
変
印
象
的
で
し
た
。

そ
の

際
、
題
字
の
由
来
に
も
な
っ
て
い
る
「三
古
用
水
」と
い
う
言
葉

を
聞
く
こ
と
も
で
き
、
当
事
業
で
整
備
さ
れ
た
水
路
が
日
々
の

営
農
活
動
に
密
接
に
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
、
再
認
識
す
る
機

会
と
な
り
ま
し
た
。

神
谷
生
産
組
合
株
式
会
社
の
丸
山
代
表
、
御
多
忙
の
と
こ
ろ

取
材
に
御
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

２０２５年（令和７年）３月 三古の水だより 第２５号

〈発刊所〉
信濃川左岸流域
農業水利事業所
〒940-0082
新潟県長岡市千歳
1丁目3番88号

(長岡地方合同庁舎6F)
T E L ： 0 2 5 8 - 3 1 - 1 0 1 1

三
古
の
水
だ
よ
り

「三古の水だよ
り」とは？
北陸農政局信濃
川左岸流域農業水
利事業所が発刊す
る広報誌です。題字
になっている「三古」と
は、前歴事業（一期
事業）信濃川左岸
農業水利事業の原
形である昭和20年に
樹立した「三古用水
改良事業計画」から
引用した言葉です。
ちなみに、「三古」
は三島郡の「三」と古
志郡の「古」より出た
本地区を表すもので
す。
また、当地区は、三
度目の国営事業とい
うこともあり、「三」にと
ても縁が深い地区と
してこの題字としました。

【新潟県長岡市】

神谷生産組合

株式会社

代表取締役 丸山 信昭 氏

多
世
代
で
作
る

神
谷
生
産
組
合
で
は
、
周
辺
地
域
と
共
同
し
な
が
ら
、
農
薬

や
化
学
肥
料
の
使
用
を
従
来
の
基
準
の
半
分
以
下
に
抑
え
た

特
別
栽
培
米
の
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
認
証
制
度
が
始

ま
っ
た
平
成
1
０
年
頃
か
ら
生
産
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
の

で
、
２
０
年
以
上
の
長
き
に
渡
り
、
特
別
栽
培
米
の
生
産
に
取

り
組
ん
で
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

住所：〒949-5407
新潟県長岡市神谷2133
電話番号：0258-92-3959
業種：米の生産・販売、もち米の生産・加
工・販売、大豆の生産・加工

法人情報

企業経営で力強く、自然に優しく

取
材
者
：小
山

航
平
・髙
橋

春
花
・飯
吉

優
実

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
随
時
更
新
中

神
谷
生
産
組
合
は
、
農
業
生
産
だ
け
で
な
く
、
農
閑
期
に
は

自
社
で
収
穫
し
た
米
や
大
豆
か
ら
加
工
品
を
製
造
し
、
季
節

を
問
わ
ず
に
生
産
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
農
繁

期
に
限
ら
ず
年
間
を
通
し
た
安
定
的
な
雇
用
が
可
能
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
農
業
の
生
産
性
を
最
大
限
に
生
か
し
つ
つ
、

安
定
的
な
収
入
源
を
確
保
す
る
こ
と
で
、
設
立
４
０
年
を
迎
え

て
も
な
お
持
続
的
な
発
展
を
遂
げ
る
農
業
法
人
と
な
っ
て
い

ま
す
。

平
素
よ
り
、
信
濃
川
左
岸
流
域

農
業
水
利
事
業
に
御
理
解
と
御

協
力
を
賜
り
ま
し
て
、
深
く
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。

当
事
業
で
は
、
信
濃
川
の
左
岸

側
に
位
置
す
る
小
千
谷
市
及
び

長
岡
市
の
約
４
０
０
０
㌶
の
水
田

に
安
定
的
に
農
業
用
水
を
供
給
す

る
た
め
、
小
千
谷
頭
首
工
の
改
築

や
茶
郷
川
と
兼
用
し
て
い
る
三
古

用
水
に
つ
い
て
、
新
た
な
ト
ン
ネ

ル
（
新
１
号
ト
ン
ネ
ル
）
を
造
成
す

る
工
事
等
を
実
施
し
て
き
た
と
こ

ろ
で
す
。

引
き
続
き
、
職
員
一
同
が
一
丸

と
な
っ
て
事
業
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

取
材
に
御
協
力
い
た
だ
き
ま
し

た
農
業
法
人
の
皆
様
、
お
忙
し
い

と
こ
ろ
お
時
間
を
い
た
だ
き
ま
し

て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

神
谷
の
特
別
栽
培
米

年
間
を
通
じ
た
農
産
物
生
産

生
産
さ
れ
た
特
別
栽
培
米
は
消
費
者
か
ら
高
い
評
価
を
受

け
て
お
り
、
全
国
各
地
の
約
２,

０
０
０
人
も
の
方
々
か
ら
ご

注
文
を
頂
い
て
い
る
そ
う
で
す
。
こ
れ
は
、
確
か
な
品
質
と
長

年
に
わ
た
る
信
頼
の
積
み
重
ね
に
よ
る
も
の
と
う
か
が
え
ま

す
。

▽
手
前
み
そ

▽
切
り
餅

作 業 内 容

１月

２月

３月

４月

５月

６月

７月

８月

９月

10月

11月

12月

みそ作り

種子準備：水稲

収穫：主食用米

収穫：酒米

切り餅作り

収穫：大豆

種子準備：大豆

神
谷
生
産
組
合
は
、
新
潟
県
長
岡
市
神
谷
（
旧
三
島
郡
越
路

町
大
字
神
谷
）
地
域
の
１
２
０
㌶
に
及
ぶ
ほ
場
で
主
食
用
米

「コ
シ
ヒ
カ
リ
」や
も
ち
米
、
酒
造
好
適
米
で
あ
る
「
五
百
万
石
」

の
ほ
か
、
越
路
地
域
の
特
産
大
豆
「
こ
し
じ
む
す
め
」な
ど
を
栽

培
し
て
い
ま
す
。

同
社
は
、
株
式
会
社
と
し
て
社
員
を
雇
用
す
る
体
制
を
整
え

た
農
業
法
人
で
、
9
名
の
社
員
は
２
０
代
か
ら
６
０
代
ま
で
各

世
代
が
バ
ラ
ン
ス
よ
く
在
籍
し
て
い
ま
す
。

丸
山
代
表
の
人
柄
に
惹
か
れ
て
若
者
が
周
辺
地
域
か
ら
集

ま
り
、
最
も
若
い
２
０
代
の
社
員
か
ら
も
新
し
い
ア
イ
デ
ア
を

取
り
入
れ
る
な
ど
、
柔
軟
な
経
営
が
特
長
と
な
っ
て
い
ま
す
。

神谷生産組合のパンフレットより 左から２番目が丸山代表

あ
と
が
き

年間スケジュール

神
谷
か
ら
全
国
へ


